
中小企業診断士 工藤健人

令和5年度
生衛業デジタル化推進勉強会

～DXとは、
生衛業におけるデジタル化推進好事例
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本日の講師

氏名 工藤健人（くどうけんと）
所属 工藤健人中小企業診断士事務所
住所 盛岡市開運橋通５－６ 第５菱和ビル５ーC
Email kento@kudoconsulting.com

1978年生 岩手県紫波郡紫波町出身
町内小中学校、盛岡市内高校、東京都内大学を卒業後、証券会社等に勤務

2003年4月 岩手県中小企業団体中央会に入社
県内中小企業及び団体・組合の支援事業に携わる。
特に東日本大震災以降は、被災企業の復旧・復興支援に注力

2012年4月 中小企業診断士登録

2017年4月 中央会を退職し現事務所を開業。
企業や各種団体等の様々なニーズ・課題に応じた支援業務を行っている。

2019年8月 経営革新等支援機関に認定（認定支援機関）

2022年4月 岩手県盛岡広域振興局ＩＴ連携コーディーネーター着任

2023年4月 岩手県事業承継・引継ぎ支援センター サブマネージャー着任
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当事務所2022年の状況 3
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当事務所2022年の状況
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生活衛生関係営業
におけるデジタル
化推進事業
（厚生労働省）

生活衛生関係営業者がデジタル化を進めるために必
要な知識やノウハウをサポートし、各業種の業態に
適したデジタル化のモデル開発と普及を図る取組等
により、生衛業界のデジタル化を支援する。

○具体的には

①相談員及び事業者に研修を通してデジタル化の支
援及びスキルアップを実施、

②好事例を発見し、ナレッジとして横展開し、

③モデル事業を選定し、中小企業診断士等の専門家の
支援によって先進事例として都道府県ごとに実践、
先進事例として地域相談員を中心に周知する。
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令和４年度事例① 6

店名 内丸キッチン

所在地 盛岡市役所地下１階

開業日 令和２年１２月２２日

業態 食堂

主な客層 市役所職員等



現状と課題

・すし処 山留は、盛岡市内に4つの店舗を構えていた。

コロナの影響等から盛岡市役所地下食堂が撤退。その跡地に、
2021年12月、地域貢献を念頭に出店。

・営業時間の制約（11：00～14：00、平日のみ）がある上、
コロナ禍で弁当持参の風潮が進む中、市役所職員以外への知
名度は皆無であり、オープンから集客に課題を抱える状況と
なっていた。

・販売促進活動強化による客数増加が必要 → ＩＴ活用
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取り組み内容

・タブレットPCを活用し、予約弁当の受注管理やGoogleビ
ジネスプロフィール等で店舗情報の発信を小まめに行った

・店内パノラマ写真（インドアビュー）を撮影しネット上で
の販売促進を図った。

・市役所玄関にデジタルサイネージを設置し来庁する一般市
民に対して広告宣伝を実施した。

・弁当予約サイトの注文フォームを市役所職員がより操作し
やすいように改良を行った。

・キャッシュレス決済を導入し、昼の混雑時の会計（券売機
利用）時間の短縮化を図った。

8



取り組みのポイント

単なるデジタル化ではコスト倒れの可能性

→ユーザー、使用するスタッフの視点で熟考すべし

看板、サイン等の重要性

デジタル化をサポートしてくれるＩＴ業者の存在
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令和４年度事例② 10

店名 大船渡温泉

所在地 大船渡市大船渡町字丸森29-1

開業 平成26年

業態 温泉旅館

主な客層 観光客



現状と課題

・「大船渡温泉」は三陸の新鮮な魚介料理や大船渡湾を一望
できる「絶景旅館」として人気を博し、顧客から高い評価を
得てきた。

・労働力不足が社会問題化する中、当館においても人材の確
保が容易でなく、長時間労働が常態化していた。特にフロン
ト業務を担う人材の確保に苦慮しており、チェックイン・
チェックアウトなどフロントが混み合う際にお客様に不便を
お掛けする事態も発生しており、フロント業務の改善が急務
となっていた。
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取り組み内容

・非効率なフロント業務の１つに「予定表」の作成があり、本日の予約
者情報等をエクセルでワンシートに作成し全従業員に配布していた。

・予定表はその日の業務に必要なあらゆる情報を一目で把握することが
でき、接客は勿論、客室や食事の準備など顧客満足を高めるための重要
なツールとなっている。

・当館は高齢の従業員が多いこともあり、嵩張るデジタル機器を携帯す
るよりも、全ての情報を詰め込んだＡ４一枚の予定表が従業員から非常
に重宝されていた。

・その一方で予定表の作成には、各所に散らばる情報を検索しエクセル
に手入力する必要があり、作成時間が半日ほど掛かる場合もあり、フロ
ントの事務作業の長時間化の大きな要因となっていた。

・そこで、導入済みの宿泊業務管理システムに、当館が求める業務情報
をワンシートにアウトプットする機能を開発追加し、シート作成作業の
自動化を図った。
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取り組みのポイント

システム導入とアナログ対応の天秤

→現場状況や費用対効果を考慮して適切に判断

デジタル化によるコスト・時間カットに終わらせず

付加価値向上へつなげていく

デジタル化をサポートしてくれるＩＴ業者の存在
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令和4年度営業者取組事例集から

 1．静岡県 美容店 1人運営の美容室、サービス向上のためにバックオフィス業務を効率化

 2．山口県 理容店 新規顧客の獲得に向け、ヘアカタログやゲームの利用などをPR

 3．愛媛県 飲食店 メイン業務に集中できるデジタル化、お客様満足度もアップ

 4．静岡県 飲食店 システム導入でバックオフィス業務の負担軽減と信頼度アップ

 5．北海道 飲食店 RPAなどを活用し、バックオフィス業務の効率化を追求

 6．神奈川県 旅館 オンライン宿泊システムの構築、ワークスタイル変革で労働生産性を改善
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生活衛生関係営業向け
「デジタル化推進の手引き」

 ・ホームページとSNSの効果的活用 □

 ・POSレジの導入 □

 ・業務の自動化 □

 ・キャッシュレス決済 □

 ・モバイルを活用したオーダーシステム □

 ・データの活用 □

 ・効果的な顧客管理の方法 □

 ・財務会計ツールの活用 □

 ・人事・勤怠管理ツール □
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労働生産性
（粗利÷総労働時間）の向上

●粗利を上げる！
（売上向上、コスト削減）

●特に労働時間の削減



IT導入補助金（デジタル化基盤導入枠） 22



補助対象となるITツールとその分類 23

必須

設備も
補助対象



対象となるハードウェア 24



対象となるハードウェア 25



26



事業スキーム 27
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GビズIDをお持ちですか？
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